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研究成果の概要（和文）：19世紀を中心とする中国・ロシア所在日本関係史料の体系的収集と分析を進め、当該史料を
めぐる国際共同研究を推進して5回にわたる国際研究集会を開催するなど、中国・ロシア所在の一次史料の調査・分析
と収集をおこなった（2011～13年度）。また、収集した海外史料のデジタルアーカイヴズ化をはかる方策を検討し、学
術資源化・公開利用をはかった。この課題は、最終年度（2014年度）に新たに採択された基盤研究（S）「マルチアー
カイヴァル的手法による在外日本関係史料の調査と研究資源化の研究」（2014～18年度）に引き継がれた。

研究成果の概要（英文）：We have made a systematic research on the historical materials mainly of the 19th 
century relating to Japan owned in China and Russia, and promoted the international collaboration on 
historical materials concerned, and held the international symposiums five times from the year of 2011 to 
the 2013. We have examined about schemes to construct a digital archive of the historical materials 
relating to Japan owned in foreign countries, and making these historical materials open to the academic 
world. New Scientific Research(S): “Researching the collection and utilization of overseas Japan-related 
sources through multi-archival methods (2014- 2018)” have succeeded to these themes from the year of 
2014.
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 
先行研究において、欧米諸国に比して調査

研究が不十分だった中国・ロシア所在日本関
係史料に関し、現地の研究者・研究機関との
共同研究を推進し、体系的な史料調査・収集
に一定の成果を挙げてきた。この成果を継承
して継続的な調査・研究をさらに進展させる
とともに、研究所がこれまで世界中から収集
した在外日本関係史料のデジタル化による
研究資源化の方策を探る段階に入った。これ
が本研究に取り組む直接的な背景となった。 
 
２．研究の目的 
 
本研究は、①ロシア・中国に所在する日本

関係史料の体系的な調査・収集と分析、解
読・翻訳を推進すること、②ロシア・中国に
おける史料保存機関や日本学研究者との協
力関係を築き、日本関係史料に関する国際研
究集会を開催して共同研究を実施すること、
③ロシア・中国において収集した史料群を含
め、史料編纂所が所蔵する海外史料マイクロ
フィルムのデジタルアーカイヴズ化に対す
る試験的な取り組みに着手、在外史料の集積
と分析にもとづくマルチアーカイヴァル研
究の成果をあげること、⑤収集した史料画像
と史料情報を研究者の利用に供し、研究成果
をひろく公開していくことを目的とする。 
 
３．研究の方法 
 
研究を統括する事務局の下に、①ロシア班、

②中国班、③在外史料デジタルアーカイヴズ
班を置き、現地の研究者・研究機関と連絡を
とりあって、史料調査と共同研究をすすめ、
国際研究集会を実施した。①ロシア班では、
研究協力協定を結んだロシア国立歴史文書
館、ロシア国立海軍文書館、ロシア科学アカ
デミー東洋古籍文献研究所（以上、サンクト
ペテルブルグ市）との協定に依拠して共同研
究を進めた。日本学士院の UAI 関連事業と連
携してロシア研究者の招聘と国際研究集会
の開催を実施した。②中国班は、倭寇図像を
めぐって研究協定を結んだ中国国家博物館
（北京市）と連携して、倭寇図巻（東京大学
史料編纂所蔵）・抗倭図巻（中国国家博物館
所蔵）等の共同研究をすすめた。③デジタル
アーカイヴズ班では、既収集史料のマイクロ
フィルムのデジタル化をすすめ、データベー
ス化の方策を探るものとした。 
 
４．研究成果 
 
 本科研の最終年度（2014 年度）は、その前
年度申請による継続科研（基盤研究 S「マル
チアーカイヴァル的手法による在外日本関
係史料の調査と研究資源化の研究」）に承継
されたため、以下は 2011～2013 年度までの 3
か年の成果をまとめる。 

（1）ロシア史料の調査収集と共同研究：帝
政ロシアの中央政府史料をおさめるロシア
国立歴史文書館・ロシア国立海軍文書館の日
本関係史料について、系統的な調査・収集を
実施した。19世紀初頭の北方紛争によって日
本から持ち去られた、ロシア国立軍事史博物
館のフランキ砲2門の詳細な調査をおこなっ
た。また、サンクトペテルブルグ国立図書館
ではレザノフ日誌の手稿原本のデジタルデ
ータを調査・収集した。そのほか、ロシア科
学アカデミー東洋古籍文献研究所・同人類学
民族学博物館（クンストカーメラ）・エルミ
タージュ美術館・サンクトペテルブルグ市映
画写真映像文書館などの調査を行った。 
（2）史料展示とラウンドテーブルの開催：
ロシア国立歴史文書館を会場として、史料編
纂所・歴史文書館・海軍文書館・在サンクト
ペテルブルグ日本総領事館共催による日露
関係史料研究をめぐるラウンドテーブルを
実施し、日露関係史の史料展示会を開催した
（会期 2011 年 9 月 20 日～10 月 20 日、参観
者 1300 名）。なおこの様子はロシア現地で大
きく報道された。 
（3）倭寇図像に関する調査収集と共同研
究：中国国家博物館（北京市）が所蔵する抗
倭図巻・平番得勝図巻・太平抗倭図などの調
査と共同研究、倭寇図に関係する現地調査、
山東省博物館の調査を実施した。 
（4）国際研究集会の開催：上記のロシア・
中国、さらにドイツ語圏の日本関係史料に関
連して計5回の国際研究集会を開催したその
うち、「日露関係史料をめぐる国際研究集会」
は、東京大学史料編纂所と日本学士院との共
催で実施した。「倭寇図像をめぐる国際研究
集会」は共同研究拠点特定共同研究の倭寇画
像プロジェクトと連携した。上記研究成果を
踏まえ、東京大学史料編纂所第 36 回史料展
覧会「東アジアと日本、世界と日本」の開催
に協力し、倭寇図像研究のパネル展示を実施
した（2013 年 11 月、参観者 1300 名）。 
（5）ロシア科学アカデミー東洋古籍文献研
究所との共同研究：19 世紀初頭サハリン・ア
イヌとの交易帳簿 2 点の共同研究を実施し、
解読・翻刻（原本校正）・ロシア語翻訳研究
をおこなった（2012 年 10 月、同研究所が主
催するネフスキー記念国際シンポで報告）。 
（6）ロシア国立海軍文書館が所蔵するリハ
チョフ提督（1861 年ポサードニク号事件当時
の海軍司令長官）の日誌の翻訳研究を実施し
た。 
（7）在外日本関係史料のデジタルアーカイ
ヴズ化：史料編纂所が所蔵する海外マイクロ
フィルム 150 万コマのうち、別途経費によっ
てデジタルスキャンを進め、ロシア・中国の
収集史料とともにメタデータ付与等、デジタ
ルアーカイヴズ化の方策を検討し、これを中
心課題とする大型経費を最終年度の前年度
申請として行った。 
（8）その他、研究成果の公開：国際研究集
会の報告は随時『東京大学史料編纂所研究紀



要』に掲載したほか、調査収集した史料は『大
日本古文書』幕末外国関係文書、あるいは『世
界史史料』12、日本と世界（岩波書店）など
に翻訳を収録して公開発表した。 
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